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県
労
連
・
こ
う
ち
労
働
相
談

セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
４
月

の
相
談
は
３
４
件
、
５
月
は
１

９
件
、
両
月
で
５
３
件
で
し

た
。
相
談
者
は
、
女
性
２
３
人
、

男
性
３
０
人
。
相
談
内
容
は
、

解
雇
・
退
職
強
要
１
６
件
が

ト
ッ
プ
を
占
め
、
賃
金
・
不
払

い
残
業
１
１
件
と
続
き
、
労
働

時
間
・
休
暇(

年
休)

６
件
、
社

会
・
雇
用
保
険
３
件
、
労
災
・
職

業
病
４
件
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ

ハ
ラ
２
件
、
そ
の
他
の
問
題
１

０
件
で
し
た
。
依
然
と
し
て
解

雇
さ
れ
た
労
働
者
か
ら
の
相
談

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
解
雇
が

ら
み
の
相
談
事
例
と
し
て
は
、

正
社
員
と
し
て
働
い
て
き
た
女
性

が
、
会
社
か
ら
妊
娠
・
お
産
を
理

由
に
し
て
、
「
非
正
規
社
員
に
変
え

る
。
い
や
な
ら
解
雇
す
る
」
と
言

わ
れ
て
困
っ
て
い
る
し
、
納
得
で

き
な
い
の
で
支
援
を
し
て
ほ
し
い

と
の
訴
え
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
零
細
職
場
で
働
く
女
性
か

ら
は
、
雇
用
主
か
ら
廃
業
を
理
由

に
突
然
、
解
雇
通
告
を
さ
れ
た
。
母

子
家
庭
な
の
で
た
ち
ま
ち
生
活
に

困
る
。
し
か
も
雇
用
主
が
雇
用
保

険
を
か
け
て
い
な
い
の
で
失
業
給

付
も
受
け
れ
な
い
。
と
の
死
活
問

題
と
も
い
え
る
深
刻
な
相
談
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
前
者
の
雇
用
主

は
大
手
企
業
で
あ
り
、
後
者
は
、
零

細
な
個
人
経
営
で
、
不
況
の
も
と

で
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
そ
れ
に

伴
う
解
雇
事
件
で
す
が
、
い
づ
れ

も
労
働
基
準
法
や
雇
用
保
険
法
に

違
反
す
る
事
例
で
あ
り
、
雇
用
者

責
任
を
免
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
今

回
の
２
つ
の
解
雇
事
例
（
相
談
）
に

つ
い
て
、
第
１
に
組
合
加
入
に
よ

る
問
題
解
決
、
職
安
の
行
政
指
導

に
よ
る
問
題
の
解
決
方
法
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
し
た
。
雇
用
や
労
働

環
境
の
悪
化
、
働
く
ル
ー
ル
が
壊

さ
れ
て
い
る
も
と
で
、
県
労
連
・
労

働
相
談
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
い
っ
そ
う
の
不
断
の
努
力
と

奮
闘
に
全
力
を
あ
げ
て
い
き
ま

す
。

アスベスト相談会

過労死１１０番

い
の
健
セ
ン
タ
ー
＆
弁
護
団

切実な相談が

　
６
月
２
０
日
、
高
知
城
ホ
ー
ル

２
階
で
「
ア
ス
ベ
ス
ト
相
談
会
」

「
過
労
死
１
１
０
番
」
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
相
談
会
は
今
回
で

３
度
目
で
す
が
、
既
報
（
４
月
２

７
日
付
け
１
１
２
号
）
の
よ
う
に

相
談
会
を
契
機
に
７
０
年
前
に
職

場
で
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
引
し
た
労

働
者
が
労
災
認
定
を
勝
ち
取
っ
た

例
が
あ
り
、
建
交
労
農
林
支
部
の

仲
間
た
ち
は
、
１
７
日
に
事
前
学

習
も
お
こ
な
っ
て
こ
の
日
を
迎
え

ま
し
た
。

　
過
労
死
１
１
０
番
に
は
５
件
、

ア
ス
ベ
ス
ト
相
談
会
に
は
９
件
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
過
労
死
１
１
０
番
で

は
、
過
労
自
殺
関
係
が
３
件
。
海

外
の
現
場
で
サ
ル
ベ
ー
ジ
船
で
勤

務
し
て
い
た
労
働
者
、
四
国
内
の

自
動
車
販
売
業
の
労
働
者
の
ケ
ー

ス
な
ど
で
す
。

　
長
年
自
動
車
整
備
に
た
ず
さ

わ
っ
た
方
か
ら
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。
現
在
、
肺
が
ん
の
治
療
中
で

す
。
奥
さ
ん
も
が
ん
の
治
療
中
で

す
。
石
綿
を
帯
び
た
作
業
服
を
毎

日
洗
濯
し
て
い
た
妻
が
ア
ス
ベ
ス

ト
を
吸
引
し
た
例
が
多
数
あ
る
こ

と
か
ら
、
相
談
者
の
フ
ィ
ル
ム
を

建
交
労
農
林
支
部
の
協
力
医
に
一

度
見
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　
建
交
労
農
林
支
部
の
森
岡
さ
ん

は
、
「
ア
ス
ベ
ス
ト
は
幅
広
く
活
用

さ
れ
て
き
て
い
る
。
日
常
生
活
で

吸
引
し
て
き
た
恐
れ
が
あ
る
。
潜

伏
期
間
も
長
い
の
で
、
こ
れ
か
ら

ま
だ
ま
だ
患
者
が
増
え
る
だ
ろ

う
」
「
建
交
労
農
林
支
部
で
は
毎
日

相
談
に
応
じ
て
い
る
の
で
活
用
し

て
欲
し
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
電
　
話

　
０
８
８
ー
８
３
３
ー
２
５
８
６

草の根の要求を基礎に

　　　　　地域のすみずみに革新懇を

革
新
懇
が
総
会

　
６
月
１
４
日
、
高
知
県
革
新
懇

の
０
９
年
度
総
会
が
人
権
啓
発
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
高
知
県
革
新
懇
は
、
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」
の
廃
止
を
求
め
て

多
く
の
団
体
に
呼
び
か
け
て
「
廃

止
を
求
め
る
実
行
委
員
会
」
を
結

成
し
、
年
金
支
給
日
に
合
わ
せ
て

２
ヶ
月
に
一
度
の
集
会
と
デ
モ
行

進
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
会
は
そ
の
後
、
「
療
養

ベ
ッ
ド
の
削
減
反
対
」
も
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
集
会
に
は
県
医
師

会
や
高
知
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

も
協
賛
団
体
に
名
前
を
連
ね
る
と

い
う
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
革
新
懇
は
、
「
県
土
の

軍
事
化
」
に
反
対
す
る
取
り
組
み

も
重
視
し
、
香
南
市
の
自
衛
隊
問

題
に
つ
い
て
の
街
頭
宣
伝
、
議
会

傍
聴
な
ど
も
お
こ
な
い
、
現
在
、
香

南
市
に
地
域
革
新
懇
を
つ
く
る
た

め
の
話
し
合
い
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。
香
南
市
で
は
、
自
衛
隊
問

題
の
他
に
も
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
統
合
問
題
（
３
０
０
０
食
程
度

の
超
マ
ン
モ
ス
セ
ン
タ
ー
）
も
あ

り
、
「
学
校
給
食
を
考
え
る
会
」
な

ど
の
地
域
組
織
を
つ
く
る
こ
と
も

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
会
で
は
、
「
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
に
毎
年
カ
ン
パ
を
集
め
て
代

表
を
送
り
、
報
告
会
も
開
催
し
て

い
る
。
宅
老
所
の
運
営
に
も
協
力

し
て
い
る
」
（
港
南
革
新
懇
）
、
「
郵

政
民
営
化
問
題
学
習
会
、
病
院
存

続
運
動
、
消
費
税
署
名
の
取
り
組

み
で
会
員
を
増
や
し
た
」
（
鴨
田
革

新
懇
）
、「
休
眠
し
て
い
た
が
、
市
政

の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
交
流
し
た
。

シ
ン
ポ
も
計
画
し
た
い
」
（
南
国

市
）
な
ど
１
７
人
が
発
言
に
立
ち
、

議
案
を
深
め
ま
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
、
全
国
革
新
懇

常
任
世
話
人
で
日
本
共
産
党
常
任

幹
部
会
委
員
の
浦
田
宣
昭
さ
ん
が

「
里
帰
り
講
演
」
を
お
こ
な
い
、「
草

の
根
か
ら
の
要
求
を
掲
げ
て
、
国

政
を
変
え
る
革
新
統
一
を
豊
か
に

発
展
さ
せ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

後期高齢者医療制度廃止

療養ベッド削減反対6.15

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
・

療
養
ベ
ッ
ド
削
減
反
対
の
第
１
０

回
目
と
な
る
集
会
が
６
月
１
５

日
、
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
第
一
部
は
文
化
行

事
で
藤
本
真
事
さ
ん
の
マ
ジ
ッ

ク
、
安
芸
郡
教
組
浜
田
書
記
長
の

歌
、
退
婦
教
坂
本
靖
さ
ん
た
ち
「
昔

の
少
女
合
唱
隊
」
の
歌
を
楽
し
み
、

第
２
部
と
し
て
日
本
高
齢
者
運
動

連
絡
会
顧
問
の
篠
崎
次
男
さ
ん

が
、｢

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止

へ
向
け
た
私
た
ち
の
課
題｣

と
題

し
て
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
篠
崎
さ
ん
は
「
こ
の
制
度
は
医

療
制
度
全
体
の
改
悪
の
実
験
場
。

平
準
化
と
い
う
言
葉
で
、
他
の
保

険
に
も
改
悪
を
持
ち
込
も
う
と
し

て
い
る
」
、
「
健
保
・
共
済
家
族
か

ら
の
保
険
料
徴
収
、
入
院
時
の
食

と
部
屋
代
の
保
険
外
化
、
外
来
や

末
期
医
療
の
包
括
化
な
ど
が
狙
わ

れ
て
い
る
」
、
「
若
者
が
一
番
の
被

害
者
と
い
う
訴
え
が
重
要
だ
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
講
演
、
マ
ジ
ッ
ク
、
歌
と
豊
か

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
参
加
者
か
ら

好
評
を
得
ま
し
た
。
次
回
は
８
月

１
５
日
で
す
。

講
演
、
マ
ジ
ッ
ク
、
う
た

豊
か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
好
評

高知で初めて開催されます！

誘い合って参加しましょう！


